
取組事例

１ 市町村の事例（ちらし）
･････････････････････････････････････････････････････････････････････

（３）地域学習に関すること



 

「元気の出るふるさと講座」は、自分の住んでいる地域を見つめなおし、私たちにもできる

地域振興を考えてみる公民館の講座です。講座をとおして三和区について学んでみませんか？ 

子育て世代の方も大歓迎です！！お気軽にご参加ください。 

（※「元気の出るふるさと講座」は、3年計画で実施します。1年目の今年度のテーマは「地域を知る」です。） 

■回  数  全５回 

■会  場  三和地区公民館 講堂（三和区井ノ口 329-1） ほか 

※集合場所は毎回三和地区公民館です。 

■講座内容  

回 日時 内  容 

１ １０月１６日（金） 

午後６時～８時 

「歴史、文化を学ぶ①」 

三和区の成り立ちについて、歴史を学びます。 

講師：北峰義巳さん 

２ １１月７日（土） 

午前９時～正午 

「歴史、文化を学ぶ②」 

風巻神社・春駒と、国指定文化財となり 40 年が目前となった水

科古墳群の現地見学を行います。 

講師：春駒伝統保存会、吉川俊久さん（上越市文化行政課） 

３ 
１１月１３日（金） 

午後１時３０分 

～３時３０分 

「林富永邸の見学と保存会の取組を学ぶ」 

一般公開を控えた林富永邸の現地見学と保存会の活動について

学びます。 

講師：富永正雄さん、林富永邸保存会 

４ 
【公開講座（無料）】 

１１月２７日(金) 

午後６時～８時 

「他地域での事例を学び、自分の地域での暮らしを考える」 

他地域での地域活動の取り組み事例を学んだ上で、「地域のこれ

から」を題材にワークショップを行います。 

講師：かみえちご山里ファン倶楽部 渡邉恵美さん 

５ 
１２月１２日（土） 

午前９時３０分 

～１１時３０分 

「地域の取組を知る」 

三和区振興会の取り組みから、三和での暮らしを考えます。 

また、次年度の講座の計画を考えてみましょう。 

講師：三和区振興会 

■定  員  ２０人程度 

■受 講 料  １回１００円（第２・３回目は別途３０円の保険料が必要です。） 

※受講料・保険料は講座当日に徴収します。※第４回目はどなたでも無料でご参加いただけます。 

■申 込 み  １０月９日（金）までに下記へお申込みください。 

 
申込み・問合せ先 

三和区教育・文化グループ（電話５３２－４５２９【直通】） 

主 催：上越市教育員会（公民館） 
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回 日  時 内  容 会  場 

１ 
８月６日（木） 

午後６時 30分 

～ ８時 

他地域の先進事例を学ぶ 

・牧文化協会「夢まつり」の取組を紹介 
浦川原地区公民館 

２ 

８月 28日（金） 

午後６時 30分 

～ ８時 

企画運営のノウハウを学ぶ 

・イベントの企画運営方法、宣伝方法な

どを学ぶ 

・計画書づくり 

浦川原地区公民館 

３ 

９月 10日（木） 

午後６時 30分 

～８時 

チラシやポスターの効果的な作成方法を

学ぶ 

実習①チラシ作り、ポスター作り 

浦川原地区公民館 

４ 

９月 17日（木） 

午後６時 30分 

 ～８時 

実習②チラシ作り、ポスター作り 浦川原地区公民館 

５ 

10月 18日（日） 

午前９時 

～午後３時 

(作品展、芸能発表

は、正午まで) 

手作りの小さな文化発表会 

（作品展、芸能発表） 
浦川原地区公民館 

 

この講座は、浦川原区の地域の課題解決や地域活性化を目的に開くもの

です。 

個人やサークル活動で習い事などをしていても、発表する場が無く、何

とかできないものかと検討してきました。今回、公民館講座の「元気の出

るふるさと講座」を活用し、先進事例やイベントの企画運営方法、チラシ

づくりのノウハウを学びます。新しい試みで試行錯誤ではありますが、個

人やサークルの皆さんが楽しく発表できる場として「手作りの小さな文化

発表会」を一緒に開いてみませんか。 
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絵図からひもとく 

新潟の文明開化 

大正４（1915）年の創立以来、県立図書館が１００年にわたって収集し

てきた絵図や錦絵などの貴重な歴史的資料があります。その中から新潟の

明治文明開化期がいきいきと描かれたものを取り上げ、解説を行います。 

会 場 田上町公民館 講堂 

講 師 本井 晴信 氏（県立図書館嘱託員 元県立文書館副館長） 

定 員 ６０名（先着順） 

申込み １０月３０日（金）までに田上町公民館へ電話にてお申し込みください。 
  
お問合せ  田上町公民館  TEL 0256－57－3114（平日 8：30～17：15） 

主催：田上町公民館  共催：新潟県立図書館 

参加費無料 

要 申 込 み 

新潟県立図書館創立１００周年記念 地域版ふるさと講座 
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～知れば知るほど村上が好きになる～ 地域学習講座 VOL．２

①村上城の門・堀跡巡り ②塩谷地区巡り

③むらかみの「さけ」を学ぶ ④郷土料理づくり

いきいき県民カレッジ登録講座

と き 9時 30 分～12 時

ところ 塩谷界隈

持ち物 飲み物

※マナボーテに集合後、市のマイクロバス

で移動します。

【申込み・問い合わせ先】

村上地区公民館 〒958-0854 村上市田端町４番１号（マナボーテ村上内）

電 話 53-5111（不在の時は53-2446） FAX 53-2977

メール manabi＠city.murakami.lg.jp

申込み期間 ５月1日（金）～１３日（水）

申 込 方 法 窓口および電話・FAX・メールで受付けします。（材料費は当日徴収）
メールアドレスQRコード

三面川の伝統漁法「居繰網漁」と酒蔵を見学します。

鮭・酒・なさけ
．．

の街村上。さけに関する知識を深めましょう。

定員２０名（先着順） 参加費 無料

海と歴史と商人の街を地元のガイドさんが案内してくれます。

円福寺や新潟県で一番低い山「稲荷山」も散策します。

と き 9時 30 分～12 時

ところ クリエート村上・

三之町界隈

講 師 松山勝彦先生

持ち物 飲み物

村上城の築城された歴史を学び、村上城の門・堀の跡を現地探訪

します。新緑あふれる村上の街をゆっくり歩いてみましょう。

と き 9時 30 分～12 時

ところ イヨボヤ会館

大洋酒造㈱ 他

その他 暖かい服装

※マナボーテに集合後、市のマイクロバス

で移動します。

※酒蔵で試飲ができます。試飲希望の方は

マイカーでの参加はご遠慮ください。

と き 9時 30 分～14 時

ところ マナボーテ村上

持ち物 エプロン・三角巾・手吹き

タオル

材料費 1,000 円

村上の鮭料理は行事ごとの節目の大切な料理として受け継が

れています。鮭を使った郷土料理や大海を基本から学びます。
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まなびの杜 

妙高の特別講座 
 

地
域
が

元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り 

1964 年大阪生まれ 

1987 年（株）リクルート入社にする。その後、国際青年交流ＮＧＯの日本代表や国

会議員の政策担当秘書を務め、１９９４年 IIHOE を設立。市民団体のマネジメント

や企業の社会責任への取り組みを支援するとともに、NPO・市民団体と行政との

協働の基盤づくりを進め、毎年約６０の自治体で職員や市民との合同研修を担当

する。 

2014 年妙高市市民活動支援センター主催の講演で好評を得る 

無 料 

【問い合わせ・申込】 

妙高市教育委員会 生涯学習課 妙高市栄町５番１号 ℡0255－74－0034（直通） 

小規模多機能自治を学ぶ 
人口減少、少子高齢化が進む地縁組織を再編し、地域の課題を自

分たちの力で解決し、自分たちのまちを元気にしていくために、

小さくてもできることを、少しずつ増やし元気なまちづくりを進

める手法を学びます。 

 

地域を元気にしている女性力から学ぶ 
まちづくりには、女性の活躍が欠かせません。 

女性の元気がまちの元気です。 

地域で女性ががんばっている取り組みから、心豊かなまちづくり

の糸口を学びます。 

 

具体的な課題から解決策を考える 
自分が住み続ける地域の未来のために、若い世代や女性

が関わり、自分たちの力でできることを見つけ出し、地

域が抱える問題に取り組み、解決につながる手立てを考

えます。 

まちづくりは、誰のため？ 何のため？ 

元気な地域は、人数ではなく 

姿勢が違う！ 

全３回 
 

 

第１回 
10/７ 
（水） 

第 2回 
10/29 
（木） 

第 3回 
11/20 
（金） 

各回時間：18：00 ～ 20：45  受付 17：30～ 

各回会場：妙高市勤労者研修センター  妙高市上町 9-3 

各回定員：６０名（先着順） 

申込方法：氏名、住所、電話番号、町内（団体）名、参加希望日を妙高市 

教育委員会生涯学習課（TEL74-0034）へ開催日の２日前ま 

でにお申込みください。 

 

 

ま
な
び
の
杜 

妙
高
の
特
別
講
座 

 
 
 

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
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主催：妙高市教育委員会 生涯学習課 

共催：妙高市地域づくり協議会・妙高市市民活動支援センター 

 

 

全３回講師プロフィール 

人と組織と地球のための国際研究所 

 （IIHOE） 

代 表 川北 秀人氏 

回 覧 
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～  妙高戸隠連山国立公園の自然豊かな植物について 

＆国立公園の素晴らしさを体感しよう！  ～ 

  ☆  日時：平成２７年８月９日（日）９:３０ ～ １５:００ 

  ☆  会場：笹ヶ峰高原・夢見平散策 ＜現地学習＞ 

       ※妙高高原メッセ集合、バス移動で目的地へ 

  ☆  講師：上越教育大学 

教授   五百川 裕 氏 

 

 

～  妙高戸隠連山国立公園自然散策  ～ 

☆  期日：平成２７年８月２２日（土）９:３０ ～ １５:００ 

  ☆  会場：笹ヶ峰高原・ヒコサの滝等散策 ＜現地学習＞ 

       ※妙高高原メッセ集合、バス移動で目的地へ 

  ☆  講師：妙高市教育委員会  

教育長   濁川 明男 氏 

 

 

～  妙高戸隠連山国立公園誕生の秘話  ～ 

☆  期日：平成２７年９月３日（木）１３:３０ ～ １５:３０ 

  ☆  会場：妙高市勤労者研修センター 研修室Ａ 

  ☆  講師：環境省長野自然環境事務所 

           自然保護官 佐藤 一交 氏 

 

 

～  妙高戸隠連山国立公園誕生の一つとして 

郷土の自然の生い立ちについて  ～ 

☆  期日：平成２７年９月２８日（月）１３:３０ ～ １５:３０ 

  ☆  会場：妙高市勤労者研修センター 研修室Ａ 

  ☆  講師：糸魚川ﾌｫｯｻﾏｸﾞﾅﾐｭｰｼﾞｱﾑ 

          学芸員 竹之内 耕 氏 
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妙
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講
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『妙
高
の
自
然
の
魅
力
を
学
ぶ
』 

  

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

■ 第１・２回 各定員３０名 

  第３・４回 定員制限はありません 

■ 受講料 

   1 回：300 円  ４回連続：1,000 円 

 

＜申込先・問合せ＞ 

妙高市役所生涯学習課 市民活動支援係 

          ℡ 0255-74-0034 

ま
な
び
の
杜 

 

妙
高
の
自
然
講
座 

 
 

妙
高
の
自
然
の
魅
力
を
学
ぶ 

回 覧 

─ 69 ─



─ 70 ─



問い合わせ    ほんぽーと 新潟市立中央図書館  

新潟市中央区明石２‐１－１０   電話０２５（２４６）７７００ 

共 催       新潟市東地区公民館 沼垂の今昔を語る会  

後 援      沼垂小学校区コミュニティ協議会 長嶺地域コミュニティ協議会 

万代地域コミュニティ協議会 

 

わたしたちの先祖はどのような苦労を重ねてこの地に住み続けてきたのか─

さまざまなグラフを用いながら、亀田郷の洪水を中心に、川の脅威や川の恵み

について語っていただきます。 

お話から、ダイナミックな自然の力を感じていただけることでしょう。 

 
 
              

    

 

 

      

 

 

平成２７年度地域連携事業講演会 

金森 敦子さん（作家・新潟市江南区在住） 

平成２７年９月２６日（土） 

 午後1時半～3時 （開場 午後1時） 
 

新潟市役所コールセンター （先着 80人） 

TEL ０２５-２４３-４８９４ 

８月３０日（日）から受付 

※代表申込者の氏名・人数・電話番号をお知らせください 
 

ほんぽーと 新潟市立中央図書館 
３階 ビーンズホール 
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【会場案内】  
交通案内 

新潟駅万代口より徒歩10分程度 約700ｍ  

・バス：市役所・古町・バスセンター  

～北高校前・新津・新発田路線 「蒲原町」または「明石2」下車徒歩5分  

 

駐車場 ・100台，利用料金 最初の30分無料，以降30分毎に100円  

プリペイドカード発行 ※2千円で3千円分の利用可能  

土日は混雑しますので，公共交通機関をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

【金森 敦子（かなもり あつこ）さんプロフィール】 

『江戸の女俳諧師「奥の細道」を行く─諸九尼の生涯』で第４７回日本エッセイストクラブ
賞を受賞。歴史に埋もれた人物の伝記や江戸時代庶民の旅、『奥の細道』に関する著作が多い。 
（主な著作） 

『芭蕉はどんな旅をしたのか─「奧の細道」の経済・関所・景観』（晶文社） 
『関所抜け 江戸の女たちの冒険』（晶文社） 
『江戸庶民の旅－旅のかたち・関所と女』（平凡社新書） 
『芭蕉「おくのほそ道」の旅』（角川 ONEテーマ 21） 
『伊勢詣と江戸の旅－道中日記に見る旅の値段』（文春新書） 
『きよのさんと歩く大江戸道中記』（ちくま文庫） 
『「曽良旅日記」を読む－もうひとつの『おくのほそ道』』（法政大学出版局） 
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登録有形文化財 
 
 
 
 
 

平成27年７月５日（日） 
午後１時 30分～午後３時 

 

ところ  燕市中央公民館（総合文化センター内） ３階 中ホール 
     （燕市水道町 1丁目 3-28） 
 

講 師  平山育男さん（長岡造形大学 教授） 
 

演 題  「旧燕市配水塔は なぜ旧中津町配水塔に似て 

いるのか？」 
 

定 員  100人程度（参加費無料） 
 

申込み  不要です。直接お越しください。 
 
 
 
 
 
 
 

主催：燕の水道の塔を愛する会・燕市教育委員会 

問い合わせ先：燕市教育委員会社会教育課 ☎０２５６－６３－７００２ 

 

水道の塔ってなに？ 

あの「かたち」の意味は？ 

水道の塔を良く知ろう！ 

昭和 30年頃の燕市旧浄水場（深海輝子さん提供） 

【講師紹介】 

講師：平山育男（ひらやま いくお）さん 

長岡造形大学教授（工学博士/造形博士）。専門分野は建築史。 

日本の近代水道施設に関する研究が顕著で、主な著書に「配水塔」がある。長岡市

旧浄水場、三条市大崎浄水場、燕市水道の塔などの文化財調査を手がける。 
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（６月だけど…） ５月の「のびのび塾」は、体験教室です。 
                                                  

          

    地元
じ も と

でとれた「魚沼
うおぬま

杉
すぎ

」を削
けず

って、自分
じぶん

だけのお箸
はし

を作
つく

ろう！ 

小
ちい

さな「豆
まめ

かんな」や、茎
くき

がや
・

すり
・ ・

のようになっている植 物
しょくぶつ

の「とくさ」、布
ぬの

に包
つつ

んだクルミの 油
あぶら

など 

おもしろい材料
ざいりょう

や道具
ど う ぐ

をいろいろと使うよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
↑写真は、前回までの様子です→ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

主催・事務局：南魚沼市教育委員会 社会教育課 生涯学習班（中央公民館） 

 

 

 

開催日時  ６月 6 日（土） 
       午前の部 午前 9 時 00 分 ～ 11 時 30 分（予定） 

午後の部 午後 1 時 30 分 ～  4 時 00 分（予定） 

   ※開始時間の 10 分前に集合してください。 

定 員 午前・午後 それぞれ ２５名   

参 加 費   ５ ０ ０ 円 

開催場所 塩沢公民館 １階 講堂 

持 ち 物 飲み物が入った水筒、作品を入れて持ち帰る袋 など 

 
お申し込み方法など 

お申し込み・お問い合わせ 

南魚沼市中央公民館 

電 話（０２５）７７３－６６１０ 

FAX（０２５）７７２－８１６１ 納 入 先：南魚沼市中央公民館・塩沢公民館・大和公民館 
取扱時間： 月～金  午前８時３０分～午後５時１５分 

≪お願い≫ 
のびのび塾開催中に撮影した写真を、

市の広報、ホームページ等に掲載する 
場合があります。 
写真掲載にご不都合のある方は、 

お申し出ください。 

 

      

て   づ く は  し 

①中央公民館へ電話でお申し込みください。 

お友達やご兄弟と参加の場合は一度に３名まで申し込みできます。 

※全員の名前・住所・電話番号・学校・学年をお知らせください。 

※しめ切りは、５月２７日（水）午後５時です。 

②定員を超えた場合は、抽選で参加者を決めます。 

参加決定者には６月１日頃に案内ハガキが届きます。 

※抽選でもれてしまった方には、案内ハガキが届きません。 

 

③案内ハガキが届きましたら、参加費をお近くの公民館で 

ご納入ください。 

 

みなみうおぬまさん 

すぎ つか 

 

 

だ い      だ ん 
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〔主催〕 

 柏崎市産業振興部 農政課 

柏崎市教育委員会 生涯学習課（柏崎公民館）  

 

〔問合せ先〕 

〒945-0051柏崎市東本町 

1 丁目 3番 24 号市民プラザ 

(電話)0257-20-7500  (ﾌｧｸｽ)0257-22-2637 

(Ｅﾒｰﾙ)s-plaza@city.kashiwazaki.lg.jp 

(市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)『公民館 エイジレス』で検索 

 (広報かしわざき) 9月 5日号掲載 

エイジレス講座 掲示板    
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エイジレス講座申込書 <郷土料理教室> 9月 28 日（月）しめきり          

柏崎市教育委員会 生涯学習課 学習推進係行き               ：２２-２６３７ 

名 前
ふりがな

：              （男・女）   歳 ＊今まで受講したことが □ある □ない 

電話番号：                       職業：有（          ）・無 

〒    -     柏崎市 

＊託児サービス希望＊ ⇒ なまえ：                 歳  か月（ 男 ・ 女 ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔申込方法〕 

希望の講座名・郵便番号・住所・氏名・ 

電話番号・年齢・性別を記入し、 

申込書・ファクス・はがき・Ｅメールで 

お申し込みください。 

・Ｅメールによる申し込み後、返信が 

ない場合はお問合せください。 

  ・託児サービスをご希望の方は、 

申込み時にお伝えください。 

・電話での申し込みは受け付けていません。 

 

〔申込結果〕 

・定員を超える場合は抽選します。 

・締め切り後、郵便で受講可否をお知らせします。 

・定員に満たない場合は締め切り後も先着で 

申し込みを受け付けます。 

 

日本酒に合う郷土料理と 
 

鯛めしをみんなでワイワイ 
 

作りましょう。講師は 
 

栄養士の前澤早苗さんです。 

 

候補食材あれこれ 

 

  柏崎にはおいしい野菜・地酒が 

あります。おつまみにも楽しめる

レシピを覚えて、家でも作ってみ

ましょう。料理も地酒ももっと 

味わい深くなりますよ。 

料理が苦手でも、初めて使う 

食材があっても大丈夫。 

郷土料理にチャレンジ 

しましょう。 
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『さんじょう１０８appy（ひゃくはっぴー）』って？ 

 気軽に出かけて、見て、参加して、楽しめる、新たな出会

いや交流がある。「まちなか」に行けば、お店や施設、広場

で“いつでもきっと楽しみが待っている”ことを目指していま

す。さんじょう108appyは、実施する人も、見る人も互いに楽

しめる催しです。 

【こんなことをやってます・・・】 
 ○健康マージャン   
    みんくる…毎週 火曜日 １３時～  
 ○憩いの広場(手芸、つまみ細工など） 
    あいでん本町店…毎月 第３木曜日 １０時～  
 ○ふるさと映画村 
    中央公民館…９月３０日 １３時３０分～ 
 ○燕三条系ＦＭさとちん電波 
    中央公民館…９月・１１月 毎週金曜日 ９時～ 
 ○懐メロお番茶カフェ 
    丸井今井邸…９月３０日 １４時～ 
 ○第３回無料ゲームコーナー「インベーダーハウス」 
    あいでん本町店…９月２６・２７日 
 ○キャノンフォトクラブ新潟県央 第１５回写真展 
    丸井今井邸…１１月２１～２３日 
  
  ★他にもいろいろ催しがあります！ 
  ★何かをやってみたい人募集中！！ 
 
 

お問合わせは…三条市生涯学習課 電話 0256-32-4811まで！ 

あなただけの 
楽しみが 
きっとあります。 
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地域を支える、地域で支える

生 物 多 様 性

道の駅クロス 10十日町　中ホール（2F）

平成 27年

11月 23日（月・祝）13：30 ～ 16：30

第 3部　パネルディスカッション
　「中越地域における生物多様性の価値とその保全に向けた取り組み」

参加費
無料

新潟県では、豊かな生物多様性を守り、「人と生物（いきもの）が共生する新潟」を創
造する取組方針として「新潟県生物多様性地域計画」を今後策定する予定です。これ
に先立ち第 21 回里山学会では、中越地方の生物多様性の価値とその保全に向けた取り
組みについて、基調講演や実践例の報告を通して市民の皆さんと考え、「生物多様性」
についての理解を深めるためのシンポジウムを開催します。

第 1部　基調講演　
　「自然からの恵みとしての生物多様性  - 付加価値を高め、活かしながら保全する -」
　紙谷智彦 氏（新潟大学大学院 教授）

第 2部　話題提供
　「野鳥が教えてくれる『雪里』の生物多様性 -市民によるブッポウソウの保護活動を通して -」
　村山暁 氏（松之山野鳥愛護会 会長）

　「農家が支える生物多様性」
　大脇淳 氏（山梨県富士山科学研究所 研究員）

　「企業の CSR 活動による生物多様性保全」
　平澤聡 氏（こしじ水と緑の会 理事）

地域を支える、地域で支える

生 物 多 様 性
‐中越地域における生物多様性の価値とその保全に向けた取り組み‐

新潟県では、豊かな生物多様性を守り、「人と生物（いきもの）が共生する新潟」を創
造する取組方針として「新潟県生物多様性地域計画」を今後策定する予定です。これ
に先立ち第 21 回里山学会では、中越地方の生物多様性の価値とその保全に向けた取り
組みについて、基調講演や実践例の報告を通して市民の皆さんと考え、「生物多様性」
についての理解を深めるためのシンポジウムを開催します。

主催：十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ、新潟県
お問い合わせ：十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ　Tel. 025-595-8311

詳
細

は

裏
面

第 21回里山学会第 21回里山学会

日 時

会 場

プログラム

○芦田久c
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話題提供
14:30-14:50
「野鳥が教えてくれる『雪里』の生物多様性
　-市民によるブッポウソウの保護活動を通して -」
村山 暁 氏（松之山野鳥愛護会　会長）

14:50-15:10
「農家が支える生物多様性」
大脇 淳 氏（山梨県富士山科学研究所　研究員）

15:10-15:30
「企業の CSR 活動による生物多様性保全」
平澤 聡 氏（こしじ水と緑の会　理事）

15:30-15:40　休憩

13:30-13:35　開会のあいさつ
13:35-13:40　趣旨説明・講演者紹介

基調講演

13:45-14:25
「自然からの恵みとしての生物多様性
     - 付加価値を高め、活かしながら保全する -」
紙谷智彦 氏（新潟大学大学院　教授）

14:25-14:30　休憩

生物多様性地域計画について
13:40-13:45
「新潟県生物多様性地域計画の策定に向けて」
新潟県県民生活・環境部環境企画課

パネルディスカッション
15:40-16:25
「中越地域における生物多様性の価値とその保全に向けた取り組み」
コーディネーター：紙谷智彦 氏　パネラー：話題提供者など

16:25-16:30　閉会のあいさつ

紙谷 智彦 新潟大学大学院 教授

1952 年富山県生まれ。森林再生・野生植
物の生態が専門。十日町市では、かつて
薪炭林だった松之山のブナを活用するた
めのネットワーク作りや、多様な生き物
が生息する湿田で無農薬・無施肥による
米作りを地区の皆さんや新潟大学ダブル
ホームの学生とともに実践中。

村山 暁
1949 年松之山出身。教員として 38 年間
勤め、退職後キョロロ館長に就任。この間、
理科学習や自然観察を通して、地域の自
然を子どもたちと一緒に学んできた。キョ
ロロの設立にも携わり、参加体験型地域
活性化拠点施設として地域と協働した活
動を実践。専門分野は天文、野鳥、昆虫。

松之山野鳥愛護会会長
「森の学校」キョロロ館長

大脇 淳
金沢大学大学院自然科学研究科博士後期
課程修了。森の学校キョロロ研究員、新
潟大学特任准教授を経て現職。里山とい
われる農業景観では、人の営みによって
生物多様性が維持されてきたことに興味
を持ち、学生時代からずっと里山の生物
多様性の特徴や維持機構を研究してきた。

山梨県富士山科学研究所
研究員

平澤 聡

1981 年 朝日酒造㈱入社。1984 年 社内の
ホタルチームの立ち上げに参画、同社の
環境活動に一貫して関わるかたわら、自
然保護活動や環境教育活動のボランティ
アリーダーとして県内外で活動を続ける。
朝日酒造㈱取締役部長、（公財）こしじ水
と緑の会 理事。長岡市在住。

公益財団法人
こしじ水と緑の会　理事

中越地方の自然環境の特徴

世界有数の豪雪地帯を含む中越地方は、ブ
ナ林を代表とした森林、信濃川や棚田に代
表される豊かな水辺環境、稲作を基盤とし
た農業など、豪雪地ならではの自然環境を
活かした人々の営みによって成立した独特
の「雪国の里山（雪里）」が成立しています。

第 21回里山学会　趣旨 プログラム

市民が主役の生物多様性保全

農業という生業の視点と生物多様性

企業の CSR 活動としての生物多様性保全

私たちにとっての等身大の生物多様性とは

市民による生物多様性モニタリング、博物
館と連携した市民協働調査などの「市民参
加型科学」は、地域の生物多様性保全のた
めの重要なツールの一つであり、絶滅危惧
種の保全活動にもつながっています。

棚田を代表とする豊かな水辺環境には、カ
エルやトンボなど多様な生物が生息します
が、耕作形態の変化により絶滅危惧種に
なってきています。現在、生物多様性に配
慮した農業形態が注目されてきています。

山菜やキノコ、薪や炭、民具など、食文化から伝統文化に至るまで、
私たちは地域の生物多様性を身近な存在として、持続的に活かしなが
ら暮らしてきました。一方、過疎高齢化という社会的背景、農業や里
山の利用形態の変化、温暖化などの問題は、地域の生物多様性を劣化
させる大きな要因となっています。中越地域の生物多様性の価値を踏
まえ、私たち市民が参画しながら保全や活用を探っていくことは、「人
と生き物が共存する新潟」を創造するために大切なことの一つです。

豊かな自然環境は私たちの生活や生産活動
にも大きな恩恵をもたらしています。「企
業の社会的責任（CSR）」は、生物多様性保
全活動へ市民の主体的参画をサポートす
る、新たなスタイルです。

講演者プロフィール
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